
様式２

①具体的な修了要件 ②申請単位

③応用基礎コア「Ⅰ．データ表現とアルゴリズム」の内容を含む授業科目
単位数 必修 1-6 1-7 2-2 2-7 単位数 必修 1-6 1-7 2-2 2-7

1 ○ ○ 1 ○ ○

1 ○ ○ 1 ○ ○

1 ○ ○

1 ○ ○

2 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

④応用基礎コア「Ⅱ．ＡＩ・データサイエンス基礎」の内容を含む授業科目

授業科目 単位数 必修 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-9 単位数 必修 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-9

計算機システムⅠ 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ロボット工学Ⅱ 1 ○ ○ ○ ○

AI/MOT 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑤応用基礎コア「Ⅲ．ＡＩ・データサイエンス実践」の内容を含む授業科目
単位数 必修 単位数 必修

1 ○

1 ○

1 ○

⑥選択項目・その他の内容を含む授業科目

⑦プログラムを構成する授業の内容

1-6

1-7

2-2

2-7

1-1

1-2

2-1

3-1

3-2

3-3

3-4

3-9

（１）データサイエンスとし

て、統計学を始め様々な

データ処理に関する知識

である「数学基礎（統計数

理、線形代数、微分積

分）」に加え、ＡＩを実現す

るための手段として「アル

ゴリズム」、「データ表

現」、「プログラミング基礎」

の概念や知識の習得を目

指す。

（２）ＡＩの歴史から多岐に

渡る技術種類や応用分

野、更には研究やビジネス

の現場において実際にＡＩ

を活用する際の構築から

運用までの一連の流れを

知識として習得するＡＩ基

礎的なものに加え、「デー

タサイエンス基礎」、「機械

学習の基礎と展望」、及び

「深層学習の基礎と展望」

から構成される。

授業科目

・機械学習、対象とする問題、種類、アルゴリズム「ロボット工学Ⅱ」（2回目〜11回目）

・AIの活用技術2-4(技術1-3)「AI/MOT」（2回目〜4回目)

・アルゴリズム、深層学習モデル、実装「ロボット工学Ⅱ」（10回目〜14回目）

・AIの活用技術2-4(技術1-3)「AI/MOT」（2回目〜4回目)

・AI（3）「計算機システムⅠ」（14回目）

・AIの活用技術6(運用)、AIの活用技術7(研究開発)「AI/MOT」（6回目、7回目)

・既習分野の復習・演習（数と式，方程式，不等式，関数とグラフ，平面ベクトル，空間ベクトル，行列，行列式，場合の数，数列，極限，微分法，積分法)「総合数学」（1

回目〜7回目)

・確率変数と確率分布「数学特講Ⅰ」（1回目〜7回目）

・統計量と標本分布「数学特講Ⅰ」（9回目〜14回目）

・固有値とその応用「数学特講Ⅱ」（6回目、7回目、9回目〜11回目）

・加法定理やベイズの定理などの確率に関する基礎「応用数学Ⅲ」（2回目〜4回目）

・点推定、区間推定に関する基礎「応用数学Ⅲ」（7回目、9回目、10回目）

・検定に関する基礎「応用数学Ⅲ」(11回目〜14回目）

・機械学習で用いる数学「ロボット工学Ⅱ」（9回目）

・AIの活用技術２（技術１）「AI/MOT」（2回目）

・ソートアルゴリズム「コンピュータサイエンス」（後期5回目、6回目）

・アルゴリズムとプログラミング「計算機システムⅡ」（4回目、5回目）

・コンピュータ基礎理論「計算機システムⅡ」（2回目）

・C言語基礎、変数、制御文、配列、ファイル入出力、ポインタ、構造体、ソート、文字列処理、数値計算「コンピュータサイエンス」（前期1回目〜後期16回目）

・AI（1）「計算機システムⅠ」（12回目）

・人工知能について「ロボット工学Ⅱ」（1回目）

・AIの活用技術1(活用分野)「AI/MOT」（1回目)

・AI（3）「計算機システムⅠ」（14回目）

・AIの活用技術2-4(技術1-3)「AI/MOT」（2回目〜4回目)

・AI（1）「計算機システムⅠ」（12回目）

・AIの活用技術2-4(技術1-3)「AI/MOT」（2回目〜4回目)

・AI（1）「計算機システムⅠ」（12回目）

・AIの活用技術1(活用分野)「AI/MOT」（1回目)

・AI（2）「計算機システムⅠ」（13回目）

・AIの活用技術1(活用分野)「AI/MOT」（1回目)

全学開講

プログラムを構成する授業科目について

一部開講

プログラムを構成する次の所定科目をすべて習得すること。

・総合数学、数学特講Ⅰ、数学特講Ⅱ、応用数学Ⅲ、コンピュータサイエンス、計算機システムⅠ、計算機システムⅡ、AI/MOT、ロボット工学Ⅱ、システム

工学実験Ⅲ

開講状況

一部開講

一部開講一部開講

一部開講

一部開講

一部開講

学部・学科単位のプログラム

授業科目

総合数学

開講状況

一部開講

授業科目

システム工学実験Ⅲ

開講状況

一部開講

一部開講

授業科目

開講状況

一部開講

一部開講

全学開講

授業科目

ロボット工学Ⅱ

AI/MOT

開講状況

開講状況

数学特講Ⅰ

数学特講Ⅱ

応用数学Ⅲ

コンピュータサイエンス

計算機システムⅡ

授業科目

ロボット工学Ⅱ

AI/MOT

授業に含まれている内容・要素 講義内容

選択項目 選択項目授業科目
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Ⅰ

Ⅱ

⑧プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

⑨プログラムの授業内容等を公表しているアドレス

数理・データサイエンス・AI の素養を活用し、自らの専門分野に応用できる力を修得する。

https://www.nc-toyama.ac.jp/about/evaluation/3rdparty/suuri_datascience_ai/

（３）本認定制度が育成目

標として掲げる「データを

人や社会にかかわる課題

の解決に活用できる人材」

に関する理解や認識の向

上に資する実践の場を通

じた学習体験を行う学修

項目群。応用基礎コアの

なかでも特に重要な学修

項目群であり、「データエ

ンジニアリング基礎」、及

び「データ・ＡＩ活用 企画・

実施・評価」から構成され

る。

・深層学習モデルのPythonによる実装「ロボット工学Ⅱ」（12回目〜14回目）

・AIの活用技術5(演習)「AI/MOT」(5回目)

・R言語実習、区間推定・検定、主成分分析、回帰問題「システム工学実験Ⅲ」（2回目〜7回目、9回目〜13回目）

・R言語実習、区間推定・検定、主成分分析、回帰問題「システム工学実験Ⅲ」（2回目〜7回目、9回目〜13回目）

・企業における技術経営事例1,2、データを活用したアイディア創出、レポート作成、発表「AI/MOT」(9回目〜15回目)
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୕山高ಉ௧୅学ૅ 開൥年度 ഥ和04年度 (2022年度) ౸業ఐ目 コンピュータサイエンス
ఐ目基ຊ情報
ఐ目୞ಀ 0087 ఐ目ય分 ௧୅ / 選උ
౸業஄ଙ ౸業 ౐位のரશと౐位数 ၎ఊ౐位: 2
開設学ఐ 電気制౪システム工学ఐ 対଴学年 3
開設期 通年 ౝ時間数 2
教ఐ書/教౫ 新・明解C言ୁ　入୅ౣ（ソフトバンククリエイティブ）
૿当教員 金子 ඦ一୙
ง୸目ఏ
1．プログラミング୭୆の使用法を理解すること。
2．If文、for、while、do、switch文などの制౪ଡ文の使用方法を理解すること。
3．printf文、scanf文、ファイル入出力などのఏ૆入出力の使用方法を理解すること。
4．ଦഔの使用方法を理解すること。
5．関数の作成方法を理解すること。
6．基本的なポインタの利用方法を理解すること。
7．૚ரアルゴリズムの原理を理解し、実用的な計઴にૢ用できること。
ルーブリック

理୳的なง୸レベルの目安 ఏ૆的なง୸レベルの目安 ౞ง୸レベルの目安

௬価ඨ目1 プログラミング୭୆の使用法を理
解し、ถ಍にହ明できる。

プログラミング୭୆の使用法を理
解できる。

プログラミング୭୆の使用法を理
解できない。

௬価ඨ目2 制౪ଡ文の正しい使用方法を理解
し、ถ಍にହ明できる。

制౪ଡ文の使用方法を理解できる
。

制౪ଡ文の使用方法を理解できな
い。

௬価ඨ目3 ఏ૆入出力の使用方法を正しく理
解し、ถ಍にହ明できる。

ఏ૆入出力の使用方法を理解でき
る。

ఏ૆入出力の使用方法を理解でき
ない。

௬価ඨ目4 ଦഔの使用方法が理解でき、ถ಍
にହ明できる。 ଦഔの使用方法を理解できる。 ଦഔの使用方法を理解できない。

௬価ඨ目5 自分でல஘を決定し、関数を作成
できる。

ଖえられたல஘に基づいて関数を
作成できる。

ଖえられたல஘に基いて関数を作
成できない。

௬価ඨ目6 基本的なポインタの利用方法が理
解でき、ହ明できる。

基本的なポインタの利用方法を理
解できる。

基本的なポインタの利用方法が理
解できない。

௬価ඨ目7
自分でୖ題を設定し，૚ரアルゴ
リズムを使ったプログラムを作成
し，計઴結果を௬価できる．

ଖえられたୖ題について，૚ரア
ルゴリズムを使ったプログラムを
作成することができる．

૚ரアルゴリズムを使ったプログ
ラムを作成できない．

学ఐのง୸目ఏඨ目との関係
ディプロマポリシー 1
教୘方法ಉ

໪要
　C言ୁでプログラミングを行うための基ຊを学ぶ。೷りନしループ、૖件分ว、ଦഔ、関数、ポインタ、ファイル入出
力などを中心に౰ಆを交えて学ぶ。また、ソートや文ஊഔ૪理、連立方ஙૄ解法などの基ຊ的なアルゴリズムについて
学ಆし、౰ಆする。

౸業の進め方・方法 ൥ଝと実ಆ

ି意点

〇౸業のポイント
　プログラミング言ୁは自分でプログラムを書き、デバッグ(ఊ正)して動かす、という作業を೷りନさないとಆ得できな
い。できれば自୧のパソコンでも౰ಆができるように フリーソフトをインストールしたほうが ଐい。
〇૆૟するもの
　自୧にもPCを用意し、実ಆできるようにすることが஦ましい。
〇၎ఊ前の予ಆ
　教ఐ書は自分で問題を解く஄で進められるものである。どんどん自分でプログラミングしてみること。
〇౐位の認定
　本ఐ目では、60点以上の௬価で౐位を認定する。௬価が60点に௥たない者は、ൢい出により୯認૥ୡを受けることが
できる。୯認૥ୡの結果、౐位のఊ得が認められた者にあっては、その௬価を60点とする。
〇その౎
　౸業計઺は、学生の理解度にૢじて૗ಌする場合がある。
〇事前に行う૆૟学ಆ
　前回の൥ଝの୮ಆおよび予ಆを行ってから౸業にಏむこと。
 （౸業外学ಆ・事前）౸業内容を予ಆしておく。
 （౸業外学ಆ・事後）౸業内容に関するୖ題を解く。

౸業のര性・၎ఊ上のય分
□  アクティブラーニング 厕  ICT 利用 厕  ೫࿒౸業対ૢ □  実務経ୡのある教員による౸業

౸業計઺
ౝ ౸業内容 ౝごとのง୸目ఏ

前期 1stQ

1ౝ プログラミングシステムの使用方法
C言ୁの基ຊ

プログラミングシステムの使用方法を理解する。
基本的なC言ୁプログラム（printf文,scanf文）を作成
し理解する。

2ౝ ૗数（データ஑、஑૗ఌ）
制౪文(1)

データ஑、஑૗ఌについて理解する。
if、else、switch文の使用方法を理解する。

3ౝ 制౪文(2) ループ（while、do、for文）、インクリメント、デク
リメントについて理解する。

4ౝ 制౪文(3) ஘々な制౪ଡ文の୻題、౰ಆに取り組む。
5ౝ 小テスト1 第１～4ౝまでの内容の理解度を確認する。
6ౝ 1次元ଦഔ 1次元ଦഔの使用方法について理解する。
7ౝ 2次元ଦഔ 2次元ଦഔの使用方法について理解する。
8ౝ ファイル入出力 ファイルの入出力方法について理解する。

2ndQ 9ౝ 中間૥ୡ 第１～８ౝ目までの確認。
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ISHIDA Fumihiko
①

ISHIDA Fumihiko
③

ISHIDA Fumihiko
⑥

ISHIDA Fumihiko
②

ISHIDA Fumihiko
⑤

ISHIDA Fumihiko
④

ISHIDA Fumihiko

ISHIDA Fumihiko

ISHIDA Fumihiko

ISHIDA Fumihiko

ISHIDA Fumihiko

ISHIDA Fumihiko

ISHIDA Fumihiko



10ౝ ௦案ନేと解ହ
関数(1) ල౐な関数の作成、利用方法を学ぶ。

11ౝ 関数(2) 関数におけるଦഔநしを理解する。

12ౝ 小テスト2 第１0・11ౝの内容を中心として、その理解度を確認
する。

13ౝ ポインタ(1)
ポインタの໪୛と基本的な利用方法を理解する。
ポインタを引数に持つ関数の作成方法について理解す
る。

14ౝ ポインタ(2) ポインタの利用୻を学ぶ。
15ౝ 前期ଜ૥ୡ 第10～14ౝ目までの確認。

16ౝ ௦案ନేと解ହ
アンケート

後期

3rdQ

1ౝ 前期の୮ಆ
2ౝ ଡୗ体(1) ଡୗ体のல組みと使い方を学ぶ。
3ౝ ଡୗ体(2) ஘々なଡୗ体の利用方法を学ぶ。

4ౝ 小テスト(3) 第１・２ౝの内容を中心として、その理解度を確認す
る。

5ౝ ソートアルゴリズム(1) バブルソート、直ம選උ法について学び、౰ಆする。
6ౝ ソートアルゴリズム(2) ౐ෞዠ入法、ോ書ソートについて学び、౰ಆする。
7ౝ 文ஊഔ૪理(1) 文ஊഔ૪理の基ຊについて学び、౰ಆする。
8ౝ 文ஊഔ૪理(2) 文ஊഔ૪理について౰ಆする。

4thQ

9ౝ 中間૥ୡ 第5～8ౝまでの内容を中心として、その理解度を確認
する。

10ౝ ௦案ନేと解ହ
文ஊഔ૪理(3) ള合的な文ஊഔ૪理について学び、౰ಆする。

11ౝ 方ஙૄの解 二分法とニュートン法により方ஙૄを解く方法を学ぶ
。

12ౝ 小テスト(4) 第10・11ౝの内容を中心として、その理解度を確認す
る。

13ౝ 数க計઴(1) オイラー法による๶分方ஙૄの解法を学ぶ。
14ౝ 数க計઴(2) ルンゲ・クッタ法による๶分方ஙૄの解法を学ぶ。

15ౝ 期ଜ૥ୡ 第13・14ౝの内容を中心として、その理解度を確認す
る。

16ౝ テストの解௦と解ହ
௬価સ合

૥ୡ レポート 相൩௬価 ଙ度 ポートフォリオ その౎ 合計
総合௬価સ合 50 50 0 0 0 0 100
基ຊ的能力 30 30 0 0 0 0 60
௧୅的能力 20 20 0 0 0 0 40
分野૯૵的能力 0 0 0 0 0 0 0

4
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୕山高ಉ௧୅学校 開൥年度 ഥ和04年度 (2022年度) ౸業ఐ目 総合数学
ఐ目基ຊ情報
ఐ目୞ಀ 0043 ఐ目区分 一ಹ / 選උ
౸業஄ଙ ౸業 ౐位のர別と౐位数 ၎ఊ౐位: 1
開設学ఐ 電気制౪システム工学ఐ 対଴学年 3
開設期 後期 ౝ時間数 2

教ఐ書/教౫ 『大学新入生のためのリメディアル数学（第2ග）』（஌北出ග） / 『新଍஄代数』（大日本௕書） / ൥ଝ資料・౰ಆプ
リント

૿当教員 ఖ原 治,加勢 ದ子
ง୸目ఏ
第1学年の数学で学んだ内容の౰ಆ問題を解くことができる．
第2学年の数学で学んだ内容の౰ಆ問題を解くことができる．
౰ಆ問題の解௦をクラスメイトの前で発表することができる．
行ഔ式の௕஄的意௡を理解し，平行஛ఈ஄の面஋あるいは平行౽面体の体஋を求めることができる．
଍஄૗ఌの意௡を理解し，基本的な଍஄૗ఌを計算できる．
ルーブリック

理୳的なง୸レベルの目安 ఏ準的なง୸レベルの目安 ౞ง୸レベルの目安

௬価ඨ目1
第1学年の数学で学んだ内容の౰ಆ
問題を，正確・ဌசに解くことが
できる．

第1学年の数学で学んだ内容の౰ಆ
問題を໪ね解くことができる．

第1学年の数学で学んだ内容の౰ಆ
問題を解くことができない．

௬価ඨ目2
第2学年の数学で学んだ内容の౰ಆ
問題を，正確・ဌசに解くことが
できる．

第2学年の数学で学んだ内容の౰ಆ
問題を໪ね解くことができる．

第2学年の数学で学んだ内容の౰ಆ
問題を解くことができない．

௬価ඨ目3
౰ಆ問題の解௦をクラスメイトの
前で஋ா的に発表することができ
る．

౰ಆ問題の解௦をクラスメイトの
前で発表することができる．

౰ಆ問題の解௦をクラスメイトの
前で発表することができない．

௬価ඨ目4
行ഔ式の௕஄的意௡をよく理解し
，平行஛ఈ஄の面஋および平行౽
面体の体஋を求めることができる
．

行ഔ式の௕஄的意௡を໪ね理解し
，平行஛ఈ஄の面஋あるいは平行
౽面体の体஋を求めることができ
る．

行ഔ式の௕஄的意௡を理解できず
，平行஛ఈ஄の面஋および平行౽
面体の体஋を求めることができな
い．

௬価ඨ目5 ଍஄૗ఌの意௡をよく理解し，い
ろいろな଍஄૗ఌを計算できる．

଍஄૗ఌの意௡を໪ね理解し，ල
౐な଍஄૗ఌを計算できる．

଍஄૗ఌの意௡を理解できず，ල
౐な଍஄૗ఌを計算できない．

学ఐのง୸目ఏඨ目との関係
ディプロマポリシー 3
教୘方法ಉ

໪要
第1，2学年（あるいは第3学年前期）で学んだ数学をもとにして，自ேఐ学および工学に必要な数学の基本を総合的に୮
ಆし，それらのಆ得を目ఏに౰ಆする．
また，第2学年の଍஄代数で学んだ数学の続きとして，行ഔ式の௕஄的意௡や଍஄૗ఌについて学び，౰ಆする．

౸業の進め方・方法
1クラスを分割して，૚小クラスを૚教員1人ずつが૿当する．
૥ୡが主（約6割），౰ಆ問題の発表およびୖ題などをజ（約4割）として，総合௬価する．
ൿ記૥ୡはള数回実施する．

ି意点

数学は，基ຊにರれば容ಔに理解できる．決してพ記ఐ目ではない．理解できれば௫しいし，௪௡もわく．また，૘し
୔しい問題にර戦することによって，理解が஥まり，௫しさが増し，自信もつく．౸業中の学ಆ୤では不十分であるの
で，૚自൤஺から時間を見つけて，意ඟ的・஋ா的に数学を学ばなければならない．
準૟するもの：൥ଝ資料，౰ಆプリント，౸業用ノート，必要にૢじて関連ఐ目の教ఐ書，૞考書，問題集ಉ．
1・2年生（あるいは3年生前期）で学んだ数学の内容を理解しておくこと．
事前に൥ଝ資料がଦഘされた時は必ず予ಆしておくこと．౰ಆ時には必ず前もって౰ಆプリントの問題のถ಍な解௦案
を作成しておくこと．
౸業計画・௬価割合は૾யにૢじて૗ಌする場合がある．

本ఐ目では，60点以上の௬価で౐位を認定する．
௬価が60点に௥たない者は，ൢい出により୯認૥ୡを受けることができる．
୯認૥ୡの結果，౐位のఊ得が認められた者にあっては、その௬価を60点とする．

౸業のര性・၎ఊ上の区分
厕  アクティブラーニング 厕  ICT 利用 厕  ೫࿒౸業対ૢ □  実務経ୡのある教員による౸業

౸業計画
ౝ ౸業内容 ౝごとのง୸目ఏ

後期

3rdQ

1ౝ ガイダンス
ใಆ分野の୮ಆ・౰ಆ

数と式，方ங式，不ಉ式，関数とグラフ，平面ベクト
ル，૬間ベクトル，行ഔ，行ഔ式，場合の数，数ഔ
，ா଒，๶分法，஋分法（，௻数，ု๶分）などのใ
ಆ分野全෇೧．

2ౝ ใಆ分野の୮ಆ・౰ಆ ใಆ分野全෇೧．
3ౝ ใಆ分野の୮ಆ・౰ಆ ใಆ分野全෇೧．
4ౝ ใಆ分野の୮ಆ・౰ಆ ใಆ分野全෇೧．
5ౝ ใಆ分野の୮ಆ・౰ಆ ใಆ分野全෇೧．
6ౝ ใಆ分野の୮ಆ・౰ಆ ใಆ分野全෇೧．
7ౝ ใಆ分野の୮ಆ・౰ಆ ใಆ分野全෇೧．
8ౝ 中間૥ୡ ใಆ分野全෇೧．

4thQ
9ౝ 中間૥ୡの൥௬

中間૥ୡ以ఋのガイダンス

10ౝ ผ次連立一次方ங式がశ自明解をもつ条件
ベクトルが଍஄ஆ立であるための条件

ผ次連立一次方ங式がశ自明解をもつような係数行ഔ
を求めることができる．
ଖえられたベクトルが଍஄ஆ立かどうか判定できる．
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11ౝ 行ഔ式の௕஄的意௡
外஋

平行஛ఈ஄の面஋あるいは平行౽面体の体஋を求める
ことができる．
ଖえられたベクトルの外஋を計算できる．

12ౝ ଍஄૗ఌの定ଝ ଍஄૗ఌを表す行ഔを求めることができる．
13ౝ ଍஄૗ఌの基本性ସ ଍஄૗ఌによる൸を求めることができる．

14ౝ 合成૗ఌとಗ૗ఌ
回ૡ૗ఌ

合成૗ఌ，ಗ૗ఌ，回ૡ૗ఌを表す行ഔを求めること
ができる．

15ౝ 期ଜ૥ୡ 中間૥ୡ以ఋの学ಆ෇೧．

16ౝ 期ଜ૥ୡの൥௬
今後に向けたアドバイス

௬価割合
૥ୡ 発表 相൩௬価 ଙ度 ポートフォリオ その౎ 合計

総合௬価割合 60 15 0 0 0 25 100
基ຊ的能力 60 15 0 0 0 25 100
௧୅的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野૯૵的能力 0 0 0 0 0 0 0
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富山高ಉ௧門学校 開൥年度 ഥ和04年度 (2022年度) ౸業ఐ目 AI/MOT
ఐ目基ຊ情報
ఐ目୞ಀ 0112 ఐ目区分 ௧門 / 選උ
౸業஄態 ౸業 ౐位のர別と౐位数 ၎ఊ౐位: 1
開設学ఐ 電気制౪システム工学ఐ 対象学年 4
開設期 後期 ౝ時間数 2
教ఐ書/教౫
担当教員 石田 文಻
ง୸目ఏ
AI・データを活用するための技術を理解できる。
企業の実୻を基に社会で活用されているデータの有用性を理解できる。
AI・データサイエンスが஘々な分野の知見と組み合わせることで、新たな価கを൉出できる可能性があることを理解できる。
ルーブリック

理୳的なง୸レベルの目安 ఏ準的なง୸レベルの目安 ౞ง୸レベルの目安
௬価ඨ目1
(AI・データの活用技術)

AI・データの活用技術を十分に理
解できる。

AI・データの活用技術を理解でき
る。

AI・データの活用技術を理解でき
ない。

௬価ඨ目2
(社会におけるデータの有用性)

社会で活用されるデータの有用性
を十分に理解できる。

社会で活用されるデータの有用性
を理解できる。

社会で活用されるデータの有用性
を理解できない。

௬価ඨ目3
(新たな価கの൉出)

AI・データサイエンスは஘々な分
野と組み合わさることで、新たな
価கを൉出できる可能性があるこ
とを十分に理解できる。

AI・データサイエンスは஘々な分
野と組み合わさることで、新たな
価கを൉出できる可能性があるこ
とを理解できる。

AI・データサイエンスは஘々な分
野と組み合わさることで、新たな
価கを൉出できる可能性があるこ
とを理解できない。

学ఐのง୸目ఏඨ目との関係
教୘方法ಉ

໪要
AI・データを活用するための基ຊ技術をఊ得し、Society5.0を目指す社会変化の中で社会で活用される広෇な୩ୠのデ
ータが日常生活や社会課題を解決するための有用なツールであることを実୻から学ぶ。
企業現場におけるデータ活用事୻より、AI・データサイエンスは஘々な分野と組み合わさることで、新たな価கを൉出
できることを学ぶ。

౸業の進め方・方法 ൥義および౰ಆを中心に౸業を進める。

注意点

レポートと発表により௬価する。
ง୸目ఏの୸成度を確認するために、提出レポートに対して質問することがある。
本ఐ目では、60点以上の௬価で౐位を認定する。
௬価が60点に௥たない者は、ൢい出により୯認試ୡを受けることができる。୯認試ୡの結果、౐位のఊ得が認められた
者にあっては、その௬価を60点とする。

事前に行う準備学ಆ：前回の൥義の୮ಆおよび予ಆを行ってから౸業にಏむこと
（౸業外学ಆ・事前）౸業内容を予ಆしておく。
（౸業外学ಆ・事後）౸業内容に関する課題を解く。

౸業計画は、進⎃ಉにより変ಌする可能性がある。
౸業のര性・၎ఊ上の区分
厕  アクティブラーニング 厕  ICT 利用 厕  ೫࿒౸業対応 厕  実務経ୡのある教員による౸業

౸業計画
ౝ ౸業内容 ౝごとのง୸目ఏ

後期

3rdQ

1ౝ AIの活用技術 1（活用分野） AIのഄఴと活用分野について理解できる。
2ౝ AIの活用技術 2（技術１） AIに使われる技術について理解できる。（１）
3ౝ AIの活用技術 3（技術２） AIに使われる技術について理解できる。（２）
4ౝ AIの活用技術 4（技術３） AIに使われる技術について理解できる。（３）
5ౝ AIの活用技術 5（౰ಆ） AIに関する技術について実行できる。
6ౝ AIの活用技術 6（運用） AIの構ണや運用について理解できる。
7ౝ AIの活用技術 7（ଢ଼஢開発） ଢ଼஢開発マネジメントについて理解できる。
8ౝ レポート作成 1-7ౝまでの内容をレポートにまとめる。

4thQ

9ౝ 企業における技術経営事୻1 AI・データを利用した技術およびビジネスについて理
解できる。

10ౝ レポート作成 AI・データを利用した技術およびビジネスについて議
論しレポートにまとめる。

11ౝ 企業における技術経営事୻ 2 AI・データを利用した技術およびビジネスについて理
解できる。

12ౝ レポート作成 AI・データを利用した技術およびビジネスについて議
論しレポートにまとめる。

13ౝ データを活用したアイディア൉出
社会で活用されている広෇なデータと஘々なి用୩ୠ
を結びつけ新たなアイデアを൉出し、それを表現でき
る。

14ౝ レポート作成 データを活用したアイデア൉出について議論しレポー
トにまとめる。

15ౝ 発表 ൉出したアイデアについて発表を行う。
16ౝ ౸業アンケート

௬価割合
レポート 発表 相൩௬価 態度 ポートフォリオ その౎ 合計

総合௬価割合 80 20 0 0 0 0 100
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基ຊ的能力 40 10 0 0 0 0 50
௧門的能力 20 10 0 0 0 0 30
分野横断的能力 20 0 0 0 0 0 20
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富山高ಉ௧門学校 開൥年度 ഥ和04年度 (2022年度) ౸業ఐ目 応用数学⋝
ఐ目基ຊ情報
ఐ目番ಀ 0097 ఐ目区分 ௧門 / 選උ
౸業形態 ౸業 ౐位のர別と౐位数 学ఊ౐位: 1
開設学ఐ 電気制౪システム工学ఐ 対象学年 4
開設期 後期 ౝ時間数 後期:2
教ఐ書/教౫ 大日本௕書「確率統計」
担当教員 北村 ิื
ง達目ఏ
1.　条件付き確率をஅめた基ຊ的な確率について説明でき、計算できる。
2.　基ຊ的な各ர確率分ഘについて説明でき、ಟ数を計算できる。
3.　点௓定や区間௓定などの௓定に関して説明でき、計算できる。
4.　各ரಟ数に対するෘ説検定ができる。
ルーブリック

理想的なง達レベルの目安 ఏ準的なง達レベルの目安 ౞ง達レベルの目安

௬価ඨ目1
条件付き確率をஅめた基ຊ的な確
率について正しく理解し、応用問
題を解くことができる。

条件付き確率をஅめた基ຊ的な確
率について理解し、基ຊ的な問題
を解くことができる。

条件付き確率をஅめた基ຊ的な確
率について理解できず、計算でき
ない。

௬価ඨ目2
基ຊ的な各ர確率分ഘについて正
しく理解し、応用問題を解くこと
ができる。

基ຊ的な各ர確率分ഘについて理
解し、基ຊ的な問題を解くことが
できる。

基ຊ的な各ர確率分ഘについて理
解できず、計算できない。

௬価ඨ目3
点௓定や区間௓定などの௓定につ
いて正しく理解し、応用問題を解
くことができる。

点௓定や区間௓定などの௓定につ
いて理解し、基ຊ的な問題を解く
ことができる。

点௓定や区間௓定などの௓定につ
いて理解できず、計算できない。

௬価ඨ目4
各ரಟ数に対するෘ説検定につい
て正しく理解し、応用問題を解く
ことができる。

各ரಟ数に対するෘ説検定につい
て理解し、基ຊ的な問題を解くこ
とができる。

各ரಟ数に対するෘ説検定につい
て理解できず、計算できない。

学ఐのง達目ఏඨ目との関係
学ಆ・教育ง達度目ఏ A-5
JABEE 1(2)(c)
ディプロマポリシー 3
教育方法ಉ
໪要 これまでに「統計学」にてಆ得した内容の復ಆと共に、主に4ฆの௓定と検定についての෇೧をಆ得することを目的とす

る.
౸業の進め方・方法 大日本௕書「確率統計」を参考書として、൥義形式にて౸業を進める。

注意点

事前に予復ಆを必ず行うこと。
小テストは不定期に行い,౸業開始と同時に実施する。
小テストの再試験は認めない。
レポートの〆切期限はడஹすること。
౸業計画は, 学生の理解度に応じて一部変ಌする場合がある。
本ఐ目では、60点以上の௬価で౐位を認定する。
௬価が60点に௥たない者は、ൢい出により追認試験を受けることがで
きる。追認試験の結果、౐位のఊ得が認められた者にあっては、その
௬価を60点とする。
学ఊ౐位のため、60時間相当の౸業外学ಆが必要である。
౸業外学ಆ・事前：౸業内容を予ಆしておく。
౸業外学ಆ・事後：౸業内容に関する課題を解く。

౸業のര性・၎ఊ上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 厕  ೫࿒౸業対応 □  実務経験のある教員による౸業

౸業計画
ౝ ౸業内容 ౝごとのง達目ఏ

後期

3rdQ

1ౝ 本ఐ目における౸業形態の説明と小テストによるఊ得
度調査

本൥義の目的を理解し、小テストにて現在までのಆ得
度を確認する。

2ౝ 加法定理やベイズの定理などの確率計算に関する基ຊ 加法定理やベイズの定理などについて説明・計算でき
る。

3ౝ 加法定理やベイズの定理などの確率に関する基ຊ 加法定理やベイズの定理などについて説明・計算でき
る。

4ౝ 加法定理やベイズの定理などの確率に関する基ຊ 加法定理やベイズの定理などについて説明・計算でき
る。

5ౝ 二ඨ分ഘやポアソン分ഘなどの確率分ഘに関する基ຊ
二ඨ分ഘ・ポアソン分ഘ・正規分ഘなどの確率分ഘに
ついて説明でき、それらの平಑・分ങなどのಟ数など
を計算できる。

6ౝ 二ඨ分ഘやポアソン分ഘなどの確率分ഘに関する基ຊ
二ඨ分ഘ・ポアソン分ഘ・正規分ഘなどの確率分ഘに
ついて説明でき、それらの平಑・分ങなどのಟ数など
を計算できる。

7ౝ 点௓定・区間௓定に関する基ຊ 点௓定・区間௓定について説明できる。
8ౝ 中間試験

4thQ

9ౝ 試験の返ే・解説、区間௓定に関する౰ಆ 中間試験の返ేと解説を行う。また、区間௓定に関す
る基ຊ的な問題を解くことができる。

10ౝ 区間௓定に関する౰ಆ 区間௓定に関する応用問題を解くことができる。
11ౝ 検定に関する基ຊ ಟ平಑やಟ分ങなどのෘ説検定を説明できる。
12ౝ 検定に関する基ຊ ಟ平಑やಟ分ങなどのෘ説検定を説明できる。
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13ౝ 検定に関する౰ಆ ಟ平಑やಟ分ങなどの基ຊ的な問題を解くことができ
る。

14ౝ 検定に関する౰ಆ ಟ平಑やಟ分ങなどの応用問題を解くことができる。
15ౝ 期末試験
16ౝ 期末試験の返ే・解説、アンケート調査

௬価割合
試験 発表 相൩௬価 態度 ポートフォリ

オ その౎ 課題 合計

総合௬価割合 80 0 0 0 0 0 20 100
基ຊ的能力 40 0 0 0 0 0 10 50
௧門的能力 40 0 0 0 0 0 10 50
分野横断的能
力 0 0 0 0 0 0 0 0
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富山高ಉ専門学校 開൥年度 ഥ和04年度 (2022年度) ౸業科目 計算機システム⋛
科目基ຊ情報
科目番ಀ 0108 科目区分 専門 / 選උ
౸業形態 ౸業 ౐位の種別と౐位数 ၎修౐位: 1
開設学科 電気制౪システム工学科 対象学年 4
開設期 前期 ౝ時間数 2
教科書/教౫
担当教員 石田 文಻
ง達目標
1. 離ങフーリエ変換について理解する．
2. オートマトンについて理解する．
3. 情報量について理解する．
4. AIに関して、社会との関わり、セキュリティ、技術について理解する．
ルーブリック

理想的なง達レベルの目安 標準的なง達レベルの目安 ౞ง達レベルの目安

評価ඨ目1 離ങフーリエ変換について理解し
，ถ಍な計算ができる．

離ങフーリエ変換について理解し
，標準的な計算ができる．

離ങフーリエ変換に関する標準的
な計算ができない．

評価ඨ目2 オートマトンについて理解し，ถ
಍な計算，構成ができる．

オートマトンについて理解し，標
準的な計算，構成ができる．

オートマトンについて理解し，標
準的な計算，構成ができない．

評価ඨ目3 情報量について理解し，ถ಍な計
算ができる．

情報量について理解し，標準的な
計算ができる．

情報量について理解し，標準的な
計算ができない．

評価ඨ目4
AIと社会との関わり，AIに関する
セキュリティ，技術について理解
し，実例を挙げてถ಍に説明でき
る．

AIと社会との関わり，AIに関する
セキュリティ，技術について理解
し，説明できる．

AIと社会との関わり，AIに関する
セキュリティ，技術について理解
，説明できない．

学科のง達目標ඨ目との関係
学ಆ・教育ง達度目標 A-2 学ಆ・教育ง達度目標 A-5
JABEE 1(2)(c) JABEE 1(2)(d)(1) JABEE 1(2)(d)(2) JABEE 2.1(1)
ディプロマポリシー 1
教育方法ಉ
໪要 計算機システムは現代社会の基ೕ技術の一つである．本൥義では，計算機システムを構成する理論基ຊおよび信ಀ処理

の基ຊとなる応用数学やAIに関連した社会変化や技術ಉを学び，計算機システムの基ຊを理解することを目的とする．
౸業の進め方・方法 ൥義，౰ಆ

注意点

本科目では，60点以上の評価で౐位を認定する．
評価が60点に満たない者は，ൢい出により追認試験を受けることができる．追認試験の結果，౐位の修得が認められた
者にあっては，その評価を60点とする．

事前に行う準備学ಆ：前回の൥義の復ಆおよび予ಆを行ってから౸業にಏむこと
（౸業外学ಆ・事前）౸業内容を予ಆしておく．
（౸業外学ಆ・事後）౸業内容に関する課題を解く．

౸業のര性・၎修上の区分
□  アクティブラーニング 厕  ICT 利用 厕  ೫࿒౸業対応 □  実務経験のある教員による౸業

౸業計画
ౝ ౸業内容 ౝごとのง達目標

前期

1stQ

1ౝ 信ಀの特ඉ 信ಀの分థ，処理を理解する．
2ౝ フーリエ変換 フーリエ変換を理解する．
3ౝ 標本化 標本化定理を理解する．
4ౝ 離ങフーリエ変換(1) 離ങフーリエ変換を理解する．
5ౝ 離ങフーリエ変換(2) 離ങフーリエ変換の計算ができる．
6ౝ オートマトン(1) 有限オートマトンを構成できる．
7ౝ オートマトン(2) チューリングマシンを構成できる．
8ౝ 中間試験

2ndQ

9ౝ 中間試験の答案返ే，解説

10ౝ 情報量(1) ෙりၖ正࿋ಀを構ണできる．情報エントロピーの計算
ができる．

11ౝ 情報量(2) 効率的な࿋ಀ変換ができる．
12ౝ AI(1) AIと社会との関わりについて説明できる．
13ౝ AI(2) AIとセキュリティについて説明できる．
14ౝ AI(3) AIに関する技術について説明できる．
15ౝ 期末試験
16ౝ 期末試験の答案返ే，解説，アンケート

評価割合
試験 レポート 相൩評価 態度 ポートフォリオ その౎ 合計

総合評価割合 60 40 0 0 0 0 100
基ຊ的能力 40 0 0 0 0 0 40
専門的能力 20 40 0 0 0 0 60
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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୕山高ಉ௧୅学ૅ 開൥年度 ഥ和04年度 (2022年度) ౸業ఐ目 計઴機システム⋜
ఐ目基ຊ情報
ఐ目୞ಀ 0109 ఐ目ય分 ௧୅ / 選උ
౸業஄ଙ ౸業 ౐位のரશと౐位数 ၎ఊ౐位: 1
開設学ఐ 電気制౪システム工学ఐ 対଴学年 4
開設期 前期 ౝ時間数 2
教ఐ書/教౫ 「2022年度ග　基本情報ૼ୒者ఏ૆教ఐ書」オーム社
૿当教員 ଯ藤 ၲམ
ง୸目ఏ
（本ఐ目၎ఊ後，受൥者は以下のことができるようになる．）
1. コンピュータ基ຊ理૛に関する知௙をମにାけ，それに関する計઴ができる．
2. アルゴリズムとプログラミングについて理解できる．
3. コンピュータシステムのଡ成を理解し，システムの性能を௬価できる．
4. ネットワークやデータベースの原理をまなび，運用方法を理解できる．
ルーブリック

理୳的なง୸レベルの目安 ఏ૆的なง୸レベルの目安 ౞ง୸レベルの目安
1.コンピュータ基ຊ理૛に関する
知௙をମにାける．

2進数による数や文ஊの表現方法を
理解し，計઴できる．

2進数による数や文ஊの表現方法を
理解している．

2進法による数や文ஊの表現方法を
理解できない．

2. アルゴリズムとプログラミング
を理解している．

データのଡୗを理解し，૚ரのア
ルゴリズムを実ಎできる．

૚ரのアルゴリズムを理解できる
．

データଡୗやアルゴリズムを理解
できない．

3. コンピュータシステムのଡ成を
理解している．

コンピュータシステムのଡ成を理
解しシステムの性能を௬価できる
．

コンピュータシステムのଡ成を理
解している．

コンピュータシステムのଡ成を理
解していない．

4. ネットワークとデータベースの
ல組みを理解し，正しく利用する
ことができる．

ネットワークやデータベースのல
組みを理解し，システムを設計す
ることができる．

ネットワークやデータベースのல
組みを理解し，正しく利用するこ
とができる．

ネットワークやデータベースのல
組みを理解していない．

学ఐのง୸目ఏඨ目との関係
学ಆ・教୘ง୸度目ఏ A-6
JABEE 1(2)(c) JABEE 1(2)(d)(1) JABEE 1(2)(e)
ディプロマポリシー 1
教୘方法ಉ
໪要 基本情報ૼ୒者૥ୡのレベルに基づき，高度IT人౫となるために૑要な基本的知௙・ૼ能を持ち実ᄷ的な活用能力をମ

にାけるために౸業を行う．

౸業の進め方・方法 1. ૞考資મとして，パワーポイントで作成した౸業資મをe-Learningシステムに૆૟しておく．
2. e-Learningを利用した家൦学ಆୖ題を൐回ୖすので，次の౸業までに実઱すること．

ି意点
・
・次ౝの൥ଝ内容をあらかじめ஫えるので૑ず予ಆをしてくること。教ఐ書をഭんで，わからない点に下଍を引くだけ
でもଐい。
・౸業計઺は，学生の理解度にૢじて૗ಌする場合がある。

౸業のര性・၎ఊ上のય分
□  アクティブラーニング 厕  ICT 利用 厕  ೫࿒౸業対ૢ □  実務経ୡのある教員による౸業

౸業計઺
ౝ ౸業内容 ౝごとのง୸目ఏ

前期

1stQ

1ౝ 情報関連資格に関するガイダンス

2ౝ コンピュータ基ຊ理૛（１）
データ表現と౰઴，ૐ合と૛理౰઴，コンピュータૢ
用数学を学ぶ．
౸業外学ಆ・事前：౸業内容を予ಆしておく。
౸業外学ಆ・事後：౸業内容に関するୖ題を解く。

3ౝ コンピュータ基ຊ理૛（２）
情報通信に関する理૛，制౪に関する理૛の໪要を学
ぶ.
౸業外学ಆ・事前：౸業内容を予ಆしておく。
౸業外学ಆ・事後：౸業内容に関するୖ題を解く。

4ౝ アルゴリズムとプログラミング（１）
フローチャート，データଡୗ，基本アルゴリズムにつ
いて学ぶ．
౸業外学ಆ・事前：౸業内容を予ಆしておく。
౸業外学ಆ・事後：౸業内容に関するୖ題を解く。

5ౝ アルゴリズムとプログラミング（２）
プログラミング，プログラミング言ୁについて学ぶ.
౸業外学ಆ・事前：౸業内容を予ಆしておく。
౸業外学ಆ・事後：౸業内容に関するୖ題を解く。

6ౝ コンピュータଡ成要ಞ
プロセッサ，メモリ，ଓஃ記༨ಎ઼，入出力アーキテ
クチュアについて学ぶ.
౸業外学ಆ・事前：౸業内容を予ಆしておく。
౸業外学ಆ・事後：౸業内容に関するୖ題を解く。

7ౝ システムଡ成要ಞ
システムのଡ成や性能௬価について学ぶ.
౸業外学ಆ・事前：౸業内容を予ಆしておく。
౸業外学ಆ・事後：౸業内容に関するୖ題を解く。

8ౝ 小テスト

2ndQ 9ౝ ソフトウエア（１）
ソフトウエアに関する体௺とரథ，OSの機能，ファイ
ルଵ理について学ぶ.
౸業外学ಆ・事前：౸業内容を予ಆしておく。
౸業外学ಆ・事後：౸業内容に関するୖ題を解く。
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10ౝ ソフトウエア（２）
言ୁ૪理プログラム，開発プログラムなどについて学
ぶ.
౸業外学ಆ・事前：౸業内容を予ಆしておく。
౸業外学ಆ・事後：౸業内容に関するୖ題を解く。

11ౝ データベース
データベースのモデル，分ෲ法，関係モデルについて
学ぶ.
౸業外学ಆ・事前：౸業内容を予ಆしておく。
౸業外学ಆ・事後：౸業内容に関するୖ題を解く。

12ౝ ネットワーク（１）
コンピュータネットワークのアーキテクチャ，OSI૞
සモデルとTCP/IPについて学ぶ．
౸業外学ಆ・事前：౸業内容を予ಆしておく。
౸業外学ಆ・事後：౸業内容に関するୖ題を解く。

13ౝ ネットワーク（２）
LAN,WAN,インターネットなどと関連知௙について学
ぶ．
౸業外学ಆ・事前：౸業内容を予ಆしておく。
౸業外学ಆ・事後：౸業内容に関するୖ題を解く。

14ౝ セキュリティ
情報セキュリティૼ୒，対策および実ಎૼ୒について
学ぶ.
౸業外学ಆ・事前：౸業内容を予ಆしておく。
౸業外学ಆ・事後：౸業内容に関するୖ題を解く。

15ౝ 期ଜ૥ୡ
16ౝ テストの解௦・解ହ

௬価સ合
૥ୡ 発表 相൩௬価 ଙ度 ポートフォリオ その౎ 合計

総合௬価સ合 100 0 0 0 0 0 100
基ຊ的能力 0 0 0 0 0 0 0
௧୅的能力 100 0 0 0 0 0 100
分野૯૵的能力 0 0 0 0 0 0 0
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富山高ಉ専門学校 開൥年度 ഥ和04年度 (2022年度) ౸業科目 数学特൥⋛
科目基ຊ情報
科目番ಀ 0058 科目区分 一ಹ / 選උ
౸業形態 ౸業 ౐位の種別と౐位数 学修౐位: 1
開設学科 電気制౪システム工学科 対象学年 4
開設期 前期 ౝ時間数 前期:2
教科書/教౫ 高೫ත夫ほかౣ『新確率統計』大日本図書．高೫ත夫ほかౣ『新確率統計 問題集』大日本図書
担当教員 石田 善಻
ง達目標
● 確率変数・確率分ഘについて理解し，計算することができる．
● 離ങ型・連続型の確率分ഘについて理解し，計算することができる．
● 正規分ഘを理解し，計算することができる．
● 統計量と標本分ഘを理解し，計算することができる．
● いろいろな確率分ഘについて理解し，計算することができる．
ルーブリック

理想的なง達レベルの目安 標準的なง達レベルの目安 ౞ง達レベルの目安
離ങ型・連続型の確率分ഘについ
て理解し，計算することができる
．

離ങ型・連続型の確率分ഘについ
て理解し，正確・ဌ速に計算する
ことができる．

離ങ型・連続型の確率分ഘについ
て理解し，計算することができる
．

離ങ型・連続型の確率分ഘについ
て理解しないか，または計算する
ことができない．

正規分ഘを理解し，計算すること
ができる．

正規分ഘを理解し，正確・ဌ速に
計算することができる．

正規分ഘを理解し，計算すること
ができる．

正規分ഘを理解しないか，または
計算することができない．

統計量と標本分ഘを理解し，計算
することができる．

統計量と標本分ഘを理解し，正確
・ဌ速に計算することができる．

統計量と標本分ഘを理解し，計算
することができる．

統計量と標本分ഘを理解しないか
，または計算することができない
．

いろいろな確率分ഘについて理解
し，計算することができる．

いろいろな確率分ഘについて理解
し，正確・ဌ速に計算することが
できる．

いろいろな確率分ഘについて理解
し，計算することができる．

いろいろな確率分ഘについて理解
しないか，または計算することが
できない．

学科のง達目標ඨ目との関係
学ಆ・教育ง達度目標 A-5
JABEE 1(2)(c)
ディプロマポリシー 3
教育方法ಉ

໪要
統計におけるいろいろな分ഘ，特に離ങ型の二ඨ分ഘおよび 連続型の正規分ഘの意味を理解させる. 標本分ഘ・ಟ集団
分ഘの意味が理解させる. 正規分ഘから導かれる χ^2 分ഘ, t 分ഘ, F 分ഘについて理解させる. ౰ಆ・課題を通して
，計算する機会を与える．

౸業の進め方・方法 予ಆを前提として౸業を進める．学生の予ಆ度・理解度に応じて౸業計画を変ಌする場合がある．

注意点
● 教科書にปった൥義を行うが，学生は各自表計算ソフト・統計ソフトを用いて統計計算にಆ࿃できるようにすること
が期待される．
● 具体的な問題について確率を求めることができるようにすること．

౸業のര性・၎修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  ೫࿒౸業対応 □  実務経験のある教員による౸業

౸業計画
ౝ ౸業内容 ౝごとのง達目標

前期

1stQ

1ౝ 確率変数と確率分ഘ 第３ฆ§1 確率変数と確率分ഘ
§1.1 確率変数と確率分ഘ

2ౝ 確率変数と確率分ഘ
§1.1 確率変数と確率分ഘ
§1.2 二ඨ分ഘ
§1.3 ポアソン分ഘ

3ౝ 確率変数と確率分ഘ §1.3 ポアソン分ഘ
§1.4 連続型確率分ഘ

4ౝ 確率変数と確率分ഘ §1.4 連続型確率分ഘ
§1.5 連続型確率変数の平಑と分ങ

5ౝ 確率変数と確率分ഘ §1.5 連続型確率変数の平಑と分ങ
§1.6 正規分ഘ

6ౝ 確率変数と確率分ഘ §1.6 正規分ഘ
§1.7 二ඨ分ഘと正規分ഘの関係

7ౝ 確率変数と確率分ഘ （౰ಆ）
8ౝ 中間試験 第3ฆ§1 （確率変数と確率分ഘ）

2ndQ

9ౝ 統計量と標本分ഘ 第３ฆ§2 統計量と標本分ഘ
§2.1 確率変数の関数

10ౝ 統計量と標本分ഘ §2.1 確率変数の関数
§2.2 ಟ集団と標本

11ౝ 統計量と標本分ഘ §2.2 ಟ集団と標本
§2.3 統計量と標本分ഘ

12ౝ 統計量と標本分ഘ §2.3 統計量と標本分ഘ
§2.4 いろいろな確率分ഘ

13ౝ 統計量と標本分ഘ §2.4 いろいろな確率分ഘ
14ౝ 統計量と標本分ഘ （౰ಆ）
15ౝ 学期末試験 第３ฆ§2 （統計量と標本分ഘ）

16ౝ 試験の答案返却・解説・൥評 第３ฆ§1 確率変数と確率分ഘ
§2 統計量と標本分ഘ
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評価割合
試験 発表 相൩評価 態度 ポートフォリオ その౎ 合計

総合評価割合 80 0 0 0 0 20 100
基ຊ的能力 80 0 0 0 0 20 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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富山高ಉ௧門学校 開൥年度 ഥ和04年度 (2022年度) ౸業ఐ目 数学特൥⋜
ఐ目基ຊ情報
ఐ目୞ಀ 0059 ఐ目区分 一ಹ / 選උ
౸業஄態 ౸業 ౐位のர別と౐位数 学ఊ౐位: 1
開設学ఐ 電気制౪システム工学ఐ 対象学年 4
開設期 後期 ౝ時間数 後期:2

教ఐ書/教౫ 高೫ほか５人『新線஄代数』大日本௕書．ፖཥ ౎５人『大学ౣ入のための数学問題集』大日本௕書， ௔義実/山田ส஬
『数学/ජೲ౰ಆ（第３ග）』 ஌北出ග， 高೫ ౎５人『はじめて学ぶベクトル空間』大日本௕書．

担当教員 石田 文಻
ง୸目ఏ
ಕ有க/ಕ有ベクトルに関連する計算ができるようになる．
ルーブリック

理୳的なง୸レベルの目安 ఏ準的なง୸レベルの目安 ౞ง୸レベルの目安

ಕ有க/ಕ有ベクトルに関連する計
算ができるようになる．

ಕ有க/ಕ有ベクトルに関連する計
算が正確・ဌசにできるようにな
る．

ಕ有க/ಕ有ベクトルに関連する計
算ができるようになる．

ಕ有க/ಕ有ベクトルに関連する計
算ができるようにならない．

学ఐのง୸目ఏඨ目との関係
学ಆ・教୘ง୸度目ఏ A-5
JABEE 1(2)(c)
ディプロマポリシー 3
教୘方法ಉ
໪要 第２学年次の「線஄代数」の続論である．൥義・౰ಆを通して，線஄代数の理解と計算技能の定着を計る．

౸業の進め方・方法 予ಆしていることを前提として౸業を進める．
౸業計画は，学生の理解度に応じて変ಌする場合がある．

注意点

本ఐ目では，60点以上の௬価で౐位を認定する．
௬価が60点に௥たない者は，ൢい出により୯認試ୡを受けることができる．୯認試ୡの結果，౐位のఊ得が認められた
者にあっては，その௬価を60点とする．
（定期試ୡの後，原ಋ的に再試ୡなどのೈ置はとらない方針である．）

事前に行う準備学ಆ：前回の൥義の୮ಆおよび予ಆを行ってから౸業にಏむこと
（౸業外学ಆ・事前）౸業内容を予ಆしておく．
（౸業外学ಆ・事後）౸業内容に関する課題を解く．

౸業のര性・၎ఊ上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 厕  ೫࿒౸業対応 □  実務経ୡのある教員による౸業

౸業計画
ౝ ౸業内容 ౝごとのง୸目ఏ

後期

3rdQ

1ౝ 線஄変ఌ §1 線஄変ఌ　§1.1 線஄変ఌの定義
2ౝ 線஄変ఌ §1.1 線஄変ఌの定義

3ౝ 線஄変ఌ §1.1 線஄変ఌの定義
§1.2 線஄変ఌの基本性質

4ౝ 線஄変ఌ
§1.2 線஄変ఌの基本性質
§1.3 合成変ఌとಗ変ఌ
§1.4 回転を表す線஄変ఌ

5ౝ 線஄変ఌ §1.4 回転を表す線஄変ఌ
§1.5 直交行ഔと直交変ఌ

6ౝ ಕ有கとその応用 §2 ಕ有கとその応用
§2.1 ಕ有கとಕ有ベクトル

7ౝ 線஄変ఌ／ಕ有கとその応用 （౰ಆ）
§2.1 ಕ有கとಕ有ベクトル

8ౝ 中間試ୡ 線஄変ఌ／ಕ有கとその応用

4thQ

9ౝ 中間試ୡ返ే・解説・൥௬
ಕ有கとその応用

線஄変ఌ／ಕ有கとその応用
§2.1 ಕ有கとಕ有ベクトル
§2.2 ಕ有கとಕ有ベクトルの計算

10ౝ ಕ有கとその応用 §2.2 ಕ有கとಕ有ベクトルの計算

11ౝ ಕ有கとその応用
§2.2 ಕ有கとಕ有ベクトルの計算
§2.3 行ഔ対ഓ化
§2.4 対ഓ化可能の条件

12ౝ ಕ有கとその応用 §2.4 対ഓ化可能の条件
§2.5 対ู行ഔの直交行ഔによる対ഓ化

13ౝ ಕ有கとその応用 §2.5 対ู行ഔの直交行ഔによる対ഓ化
§2.6 対ഓ化の応用

14ౝ ಕ有கとその応用 §2.6 対ഓ化の応用
（౰ಆ）

15ౝ 学期末試ୡ （ಕ有கとその応用）
16ౝ 学期末試ୡ返ే・解説・൥௬ （ಕ有கとその応用）

௬価割合
試ୡ 発表 相൩௬価 態度 ポートフォリオ その౎ 合計

総合௬価割合 80 0 0 0 0 20 100
基ຊ的能力 80 0 0 0 0 20 100
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௧門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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富山高ಉ௧門学校 開൥年度 ഥ和04年度 (2022年度) ౸業ఐ目 システム工学実ୡ⋝
ఐ目基ຊ情報
ఐ目୞ಀ 0122 ఐ目区分 ௧門 / 必ఊ
౸業஄態 実ୡ・実ಆ ౐位のர別と౐位数 ၎ఊ౐位: 1
開設学ఐ 電気制౪システム工学ఐ 対象学年 5
開設期 前期 ౝ時間数 2
教ఐ書/教౫ e-Learningシステム、プリント
担当教員 金子 ඦ一୙,北村 ิื
ง୸目ఏ
・MATLABシステムのඝ作方法について理解すること。
・Python 言語の利用方法、プログラム方法について理解すること。
・基本的な統計アルゴリズムについて理解すること。
・実ಆで得られた結果をまとめ、論理的なレポート作成能力を身につけること。
ルーブリック

理୳的なง୸レベルの目安 ఏ準的なง୸レベルの目安 ౞ง୸レベルの目安

௬価ඨ目1
MATLABシステムのඝ作方法を理
解し、基本的なシミュレーション
が実行できる。

MATLABシステムのඝ作方法を理
解できる。

MATLABシステムのඝ作方法を理
解できない。

௬価ඨ目2
Python 言語の利用方法を理解し、
発ன的なプログラム作成ができる
。

Python 言語の利用方法を理解し、
基本的なプログラム作成ができる
。

Python 言語の利用方法が理解൑難
であり、基本的なプログラム作成
がでない。

௬価ඨ目4 基本的な統計アルゴリズムを理解
し、人に説明できる。

基本的な統計アルゴリズムが理解
できる。

基本的な統計アルゴリズムが理解
できない。

௬価ඨ目5 指定のフォーマットにజい、௢௴
的なレポートが作成できる。

指定のフォーマットにజい、レポ
ートを作成できる。

指定のフォーマットにజい、レポ
ートを作成できない。

学ఐのง୸目ఏඨ目との関係
学ಆ・教୘ง୸度目ఏ A-3
JABEE 1(2)(c) JABEE 1(2)(d)(2) JABEE 1(2)(h)
ディプロマポリシー 2
教୘方法ಉ

໪要
4年生までに学ಆした数学、機༊、電気、制౪௺のఐ目をベースとして、MATLABおよびPython言語を用いたプログラ
ミング、シミュレーションについて学ಆする。Python言語ではர々の統計アルゴリズムについて実ᄷ的にプログラミン
グし、MATLABでは数க計算やシミュレーションについてプログラミングを行うことにより、౸業内容の理解を஥める
ことを目的とする。

౸業の進め方・方法 ൥義と実ಆ
クラスを前半、後半の2グループに分けて各テーマに取り組む。

注意点

〇実ୡ前に行う事前説明をよく聞くこと。また配ഘ資料をよくഭみ、実ୡ内容をཔ඼すること。
〇౐位の認定
　 本ఐ目では、60点以上の௬価で౐位を認定する。௬価が60点に௥たない者は、ൢい出により୯認試ୡを受けることが
で
きる。୯認試ୡの結果、౐位のఊ得が認められた者にあっては、その௬価を60点とする。
〇事前に行う準備学ಆ
　前回の൥義の୮ಆおよび予ಆを行ってから౸業にಏむこと。
 （౸業外学ಆ・事前）౸業内容を予ಆしておく。
 （౸業外学ಆ・事後）౸業内容に関するୖ題を解く。

౸業のര性・၎ఊ上の区分
□  アクティブラーニング 厕  ICT 利用 □  ೫࿒౸業対応 □  実務経ୡのある教員による౸業

౸業計画
ౝ ౸業内容 ౝごとのง୸目ఏ

前期 1stQ

1ౝ ガイダンス
・実ಆ内容についての説明 実ಆの໪要、スケジュール、注意事ඨを理解する。

2ౝ 前半グループ：MATLAB実ಆ
後半グループ：Python言語実ಆ

前半グループ
・e-Learningシステム、MATLABの使用方法を理解す
る。
後半グループ
・Python言語の利用方法を理解する。

3ౝ 前半グループ：MATLAB実ಆ
後半グループ：Python言語実ಆ

前半グループ
・e-Learningシステム、౸業資料を用いて、
MATLABプログラミングୖ題に取り組む。
後半グループ
・౸業資料を用いて、Pythonプログラミングୖ題に取
り組む。

4ౝ 前半グループ：MATLAB実ಆ
後半グループ：Python言語実ಆ

前半グループ
・e-Learningシステム、౸業資料を用いて、
MATLABプログラミングୖ題に取り組む。
後半グループ
・౸業資料を用いて、Pythonプログラミングୖ題に取
り組む。

5ౝ 前半グループ：MATLAB実ಆ
後半グループ：Python言語実ಆ

前半グループ
・e-Learningシステム、౸業資料を用いて、
SimuLinkプログラミングୖ題に取り組む。
後半グループ
・౸業資料を用いて、Pythonプログラミングୖ題に取
り組む。
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6ౝ 前半グループ：MATLAB実ಆ
後半グループ：Python言語実ಆ

前半グループ
・e-Learningシステム、౸業資料を用いて、
SimuLinkプログラミングୖ題に取り組む。
後半グループ
・౸業資料を用いて、Pythonプログラミングୖ題に取
り組む。

7ౝ 前半グループ：MATLAB実ಆ
後半グループ：Python言語実ಆ

前半グループ
・e-Learningシステム、౸業資料を用いて、
SimuLinkプログラミングୖ題に取り組む。
後半グループ
・౸業資料を用いて、Pythonプログラミングୖ題に取
り組む。

8ౝ 前半グループ：MATLAB実ಆ
後半グループ：Python言語実ಆ

前半グループ
・Python言語の利用方法を理解する。
後半グループ
・e-Learningシステム、MATLABの使用方法を理解す
る。

2ndQ

9ౝ 前半グループ：MATLAB実ಆ
後半グループ：Python言語実ಆ

前半グループ
・౸業資料を用いて、Pythonプログラミングୖ題に取
り組む。
後半グループ
・e-Learningシステム、౸業資料を用いて、
MATLABプログラミングୖ題に取り組む。

10ౝ 前半グループ：MATLAB実ಆ
後半グループ：Python言語実ಆ

前半グループ
・౸業資料を用いて、Pythonプログラミングୖ題に取
り組む。
後半グループ
・e-Learningシステム、౸業資料を用いて、
MATLABプログラミングୖ題に取り組む。

11ౝ 前半グループ：MATLAB実ಆ
後半グループ：Python言語実ಆ

前半グループ
・౸業資料を用いて、Pythonプログラミングୖ題に取
り組む。
後半グループ
・e-Learningシステム、౸業資料を用いて、
SimuLinkプログラミングୖ題に取り組む。

12ౝ 前半グループ：MATLAB実ಆ
後半グループ：Python言語実ಆ

前半グループ
・౸業資料を用いて、Pythonプログラミングୖ題に取
り組む。
後半グループ
・e-Learningシステム、౸業資料を用いて、
SimuLinkプログラミングୖ題に取り組む。

13ౝ 前半グループ：MATLAB実ಆ
後半グループ：Python言語実ಆ

前半グループ
・౸業資料を用いて、Pythonプログラミングୖ題に取
り組む。
後半グループ
・e-Learningシステム、౸業資料を用いて、
SimuLinkプログラミングୖ題に取り組む。

14ౝ 予備日
　レポート作成 レポートを作成する。

15ౝ 予備日
　レポート作成 レポートを౥成させる。

16ౝ まとめとアンケート
௬価割合

試ୡ 発表 相൩௬価 態度 ポートフォリオ その౎ 合計
総合௬価割合 100 0 0 0 0 0 100
基ຊ的能力 50 0 0 0 0 0 50
௧門的能力 50 0 0 0 0 0 50
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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情報・制御系

修了要件科目

授業科目系統図（電気制御システム工学科）

1年生 ２年生 ３年生 4年生 5年生

応用数学Ⅳ

応用物理Ⅰ 応用物理Ⅱ 応用数学Ⅲ

工学基礎系 応用数学Ⅰ 応用数学Ⅱ

電気回路Ⅱ 電気回路Ⅲ 電気材料

基礎電気工学 電気回路Ⅰ
電気・電子系 電気機械Ⅰ 電気機械Ⅱ

技術者倫理入門 工業英語Ⅰ 工業英語Ⅱ

電気磁気学Ⅰ 電気磁気学Ⅱ 電気磁気学Ⅲ

通信工学

情報基礎 情報処理 コンピュータサイエンス 計算機システムⅠ 計測工学Ⅱ

パワーエレクトロニクス

電子回路Ⅰ 電子回路Ⅱ 電子回路Ⅲ 電子工学Ⅰ 電子工学Ⅱ

機械系

システム工学

ロボット工学Ⅰ ロボット工学Ⅱ

機械力学Ⅰ 機械力学Ⅱ

計測工学Ⅰ 計算機システムⅡ

制御工学Ⅰ 制御工学Ⅱ 制御工学Ⅲ シミュレーション工学

AI/MOT

熱力学Ⅰ 熱力学Ⅱ
工業力学

機械工作法 CAD/CAM工学

材料力学Ⅰ 材料力学Ⅱ 材料学

設計製図Ⅰ 設計製図Ⅱ 設計製図Ⅲ 流体力学Ⅰ 流体力学Ⅱ

ものづくり総合系 基礎工学実験 システム工学実験Ⅰ システム工学実験Ⅱ システム工学実験Ⅲ

基礎研究 卒業研究

ものづくり工学 メカトロ基礎工学
メカトロ創造設計AⅠ

メカトロ創造設計BⅠ

メカトロ創造設計AⅡ

メカトロ創造設計BⅡものづくり基礎工学実験

総合数学 数学特講Ⅰ 数学特講Ⅱ

インターンシップ

一般教養科目

基礎数学AⅠ 基礎数学AⅡ 微分積分学Ⅰ 微分積分学Ⅱ 解析学Ⅰ 解析学Ⅱ

基礎数学BⅠ 基礎数学BⅡ

基礎数学C
基礎科学実験

物理学ⅠA 物理学ⅠB 物理学Ⅱ 物理学Ⅲ

線形代数Ⅰ 線形代数Ⅱ 確率と統計

総合英語Ⅳ 総合英語Ⅴ 英語演習Ⅲ

英語表現Ⅰ 英語表現Ⅱ 英語表現Ⅲ 英会話演習Ⅰ/英語演習Ⅰ 英会話演習Ⅱ/英語演習Ⅱ

化学ⅠA 化学ⅠB 化学Ⅱ

総合英語Ⅰ 総合英語Ⅱ 総合英語Ⅲ

国語表現 日本語と文化

歴史Ⅰ 歴史Ⅱ 政治・経済 歴史学Ⅰ/哲学Ⅰ/経済学Ⅰ 歴史学Ⅱ/哲学Ⅱ/経済学Ⅱ 法学

英会話Ⅰ 英会話Ⅱ

総合国語ⅠA 総合国語ⅠB 総合国語Ⅱ 総合国語Ⅲ

体育Ⅳ 体育Ⅴ

音楽/美術/書道 倫理 英語圏異文化実習

保健

体育Ⅰ 体育Ⅱ 体育Ⅲ
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卒業認定に必要な能⼒（全学科共通）
「AI・データサイエンスに関する情報科学の素養とビジネスの視点を⾝に付け、新たな価値の創造に挑戦できる」

富⼭⾼等専⾨学校 数理・データサイエンス・AI教育プログラム
[⽬標] Society5.0で「たくましく⽣きる」⼈材の育成
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